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前義1)では温排水のひろがり とそれに関与すると考えられる要因の関係につて 検討した。

今回筆者はそれらの関係を用いて温排水のひろがりを予測しようとした。従来の温排水のひろが

りに関する研究は,① 淡水拡散などの調査資料に基づいた経験式による予測法(新 田)。 ②既

存知識を利用した物理的考察による半理論式の予測法(平 野)。 ③数理模型によるシュミレーシ

解析手法(和 田)が ある2)。

現在では③による解析がもっと有 力な手段と考 えられている3)，4)。この物理的予測 は,あ る

物理量の"バ ラソス”を示す微分方程式などを適当な初期,境 界条件下で数値的に解 くことにより

行なわれる５)。

これに対して今回もちいた統計的手法では,全 変数の観測値から得られた予測対象と噛統計的関

係 をもっている要因を最少2乗 法などの方法で予測しようとするものである。

資 料 と 方 法

前報1)で求めた説明変数の相関行列か ら出発する主成分分析法6)に より固有値.固 有ベクトルを

求めた。これから要約される総合特性値7)と 目的変数値の温排水関連項 目を重回帰分析して予測式

を求めた。

結 果 お よ ぴ 考 察

回帰分析について 個有値 とそれに対応する固有ベクトル及び累積寄与率を表1に 示した。

これによると個有値が1以 上であるのは第3主 成 分までであ り,約80%近 くの情報がこの三 つの

主虞分に集め られていることがわかる。

また,大 きい順 に三つの個有値入、,入2,入3を 選び,そ れに対応す る個有ベ ク トル を,

            ...216 , (Al f_Y132r•'•X~e)とす ると,第1～ 第3主 成分のス

ゴアは,



で与 えられ る。 この作業によ り,も との8つ の変数 は互いに無相関な3っ の総合特性値に要約 され

た とい えよう。

そこで,こ の総合特性値Z１,Z2,Z3を 説 明変数 にと り,温 排水関連項 目の上昇域到達距離(1

℃,2℃ 到達距離 をそれぞれL１,L2と 記 す)と 上昇域 面積(同 様 に1。C,2℃ 上 昇域面積 をS１,

S2と す る)を 目的変数 として重回帰分析 した。その結果は,

となる。また,そ の分散分析表を第2表 に示 した。これによると総合特性値と上昇域面積の回帰関

係は高度に有意である。

回帰式 によ る予測 にっいて 有意な回帰式からどの程度上昇域面積がひろがるのかを予測

した。(D式 の上昇域面積の回帰式においてSi,S2を 大 きくす るには,Z重 には最大値,Z2とZ3

には最小値 を代入すれば よい。丁方,特 定の値 に対 して重回帰の推定値Yの 標準誤差Sμ は

表1 固有値,個 有ベクトルおよび累積寄与率



表2.(Ⅱ)式 の分散分析
た だ し,

n=標 本 数

S=偏 差平均平方

で求める9)。

したがって95%信 頼限界Yは

Y= Y±2.OOSU

として与 えられる9)。 その値は

1℃ 上昇域面積:3.525(5β97～1.353)

2℃ 上昇域面積:4.656(6.596～2.716)

これを実際の値 に変換すると,1。C上 昇域面積は1.99(2.64～1.34)×102㎡,2℃ 上 昇域面積

は,1．25(1．59～0.90)×10６㎡ と推定で きる。 ただし,()内 は95%信 頼 区間 を示 している。

1。C上 昇域面積と排水量な'どの関係図10)か'ら 今回予測した値 と他の方法 による値 を比較 してみ

ると次のようである。 ただ し,排 水量は30〃d/s,排 水昇温値は7。Cと した。新田(1963);3.2

×10勧 平 野(1966);1.7×106nt,和 田(1968);0.52×10肱 とな り,平 野(1966)と

はほぼ同程度の値を示す。

また,今 回の方法 で計算 した値 は実際のデータの中で最大 を与 える条件 を代入した ものであ り,

常にこの程度 ひろが っている とい うこ とではない。 しが し,上 昇域 の実測値は1℃ 上 昇域で0.29

～181×10Sn',2℃ 上 昇域で0.14～0.91×106㎡ で変動 してお り,こ れ より高い値が最大上昇域

として算出された。 したが って自然条件の組合わせ によっては,こ の予測値の上限程度 はひろが り

うると推察できる。
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